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論文内容の要旨 
 

本研究では，迅速な視線の切り替えが求められるバレーボールにおいて，知覚－運動スキルを

定量的に評価することを目的とした．そのために，まず基礎的研究として，これまで視線計測が

困難であった移動およびジャンプを伴う状況において実運動中の視覚探索活動の特性を明らかに

した上で，応用的研究としてウェアラブルカメラを用いて安価で簡便な視線推定法を提案すると

ともに， 終的にバレーボールのブロックにおいて視覚探索活動とステップ動作の同時計測によ

る知覚－運動スキルの定量的評価を行った．第 1 章では，スポーツ場面およびバレーボールにお

ける視覚探索活動の研究など，本研究の背景となる事柄をまとめた． 

第 2 章では，バレーボールにおける知覚－運動スキル研究の基礎的研究として，これまで視線

データの採取が困難であった移動およびジャンプを伴う，かつ対象物が動く状況に着目し，大学

女子バレーボール部員を対象に 4 対 4 のミニゲームを実施した．実験参加者 1 名の 53 ケースに

おける視線移動推移について類型化および定量化を行った．その結果，類型化では，ボール接触

無の場合，ボールを受ける場合，ボールを出す場合の 3 つに大別され，定量化では，送り手から

ボールへの視線移動開始には，ボール接触の有無に関わらず，ある一定のタイミングが存在する

こと，受け手への視線移動開始はボールの頂点付近で開始されることが明らかとなり，移動およ

びジャンプを伴う状況において初めて実運動中の視覚探索活動を評価することができた． 

 第 3 章では，第 2 章の応用的研究として，従来の高価な眼球運動測定装置を用いずにウェアラ

ブルカメラだけで視線を推定する手法の提案を行った．バレーボールのブロックを題材として，

ウェアラブルカメラを用いたシミュレーション実験において視線推定のための判断基準を抽出し

（実験 1），その基準の有効性を検証した上で（実験 2），同カメラを用いたフィールド実験におい

て視線移動パターンおよび時刻の技量差の検討を行った（実験 3）．実験 1・2 の結果から，ボー

ル追従時間およびスパイカー注視初発時間は眼球運動測定装置を用いなくとも，ウェアラブルカ

メラによって簡便に推定できることが検証された．また実験 3 の結果から，視線移動パターンは

「ボール追従型」と「視線切替型」に分類され，技量による違いが確認されたものの，ボール追

従時間およびスパイカー注視初発時間については技量による違いは検出できなかった． 

第 4 章では，第 2 章の発展的研究として，バレーボールのブロックにおける視覚探索活動とス

テップ動作のデータを同時に収集し，異なる技量レベル間で定量的に評価した．その結果，熟練



2 
 

者はセッターに視線を移動させた後，トスインパクト直前までは動き出さずにセッターの顔・顔

付近に視線を配置し，その後トスインパクト直前にトスインパクト予測位置，すなわちトスの出

所へ視線を移動させ，予備ステップを開始していた．一方，経験者はトスの出所に終始視線を置

いていた割合が高く，トスインパクト直前まで待ち切れず，トス方向を予測するというより憶測

で動き出していた．これらのことから，熟練者はトス方向を判断するための知覚を優先させてい

るが，経験者は動き出すための運動を優先させている可能性が高いことが示唆された． 

これらの研究を通して，知覚－運動スキルの定量的評価に役立つ知見を得ることができた．移

動およびジャンプを伴うゲーム場面での視覚探索活動が評価可能であることを検証できた点は，

今後，本来の（in situ）環境での検討が求められる知覚－運動スキル研究に有用であると考えら

れる．また，手間のかからないデータ採取を望む，かつ高価な眼球運動測定装置の購入が困難な

指導現場には，ウェアラブルカメラを用いた簡便な視線推定法が未熟練者のフィードバック用の

ツールとして役立つと考えられる．さらに，熟練者は知覚を優先させていることが明らかとなっ

たことから，「見てから動け」という熟練者の経験的な感覚に基づく指導の客観性を得ることがで

きた．今後，知覚を優先させる指導の有効性を検証するとともに，知覚－運動スキルの観点から

複合的な研究および指導を深め，現場のコーチングに活きる真に有用な知見を蓄積していく必要

がある． 

 

論文審査の結果の要旨 

 

本論文において，スポーツ場面の予測・判断に関わる視覚行動に着目し，これまで眼球運動の

計測が困難であったフィールド場面での視覚探索活動を評価し，応用的研究としてバレーボール

のブロックを題材にウェアラブルカメラを用いた安価で簡便な視線推定法を提案した．さらに，

知覚－運動スキルの観点からバレーボールのブロックにおける視覚探索活動とステップ動作の定

量的評価について論じた． 

視覚行動を評価するためのフィールド実験において，これまで検討がなされていない被験者が

移動およびジャンプを伴う，かつ対象物も動く状況に着目し，実運動中の視覚探索活動が評価可

能であることを検証した点は，新規性が高い．また，眼球運動測定装置は高額かつキャリブレー

ション等の準備に多くの時間を要するため，指導現場での活用が困難であるという問題点が存在

するが，それを解決するための一つの手法として，ウェアラブルカメラを用いた視線推定法の提

案は簡便性、経済性を向上させた．バレーボールのブロッカーは，セッターのトスインパクト以

降の局面においてボールおよびスパイカーを捉える際，被験者の頭部と視線の向きが一致してい

たことから，ウェアラブルカメラだけでトスインパクト以降のブロッカーの視線が推定できるこ

とを実証した．このようなウェアラブルカメラを用いた視覚行動の評価は，未熟練者のフィード

バック用の一つのツールとして現場の指導に有用である．さらに，これまで個別に検討されてき

た知覚と運動について，両観点から複合的に運動パフォーマンスを評価する必要があるとし，視

覚探索活動とステップ動作の同時計測によって，ブロックにおける知覚－運動スキルを異なる技

量レベル間で比較し，動き出しの際の情報収集および動作の特徴を明確にした点は論理的である．

熟練者はトス方向を判断するための知覚，経験者は動き出すための運動を優先させていたことか

ら，「見てから動け」という指導者の経験に基づく指導の客観性を示した．今後は「見てから動く」
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トレーニングの有効性を検証することで，バレーボールのブロックに限らず，他の球技の指導に

も発展することが期待できる．  

これらの成果をもとに，バレーボール熟練者の知覚－運動スキルについて複合的な研究を積み

重ね，指導効果を検証することで，将来的には熟練者のスキル獲得のメカニズム解明および指導

現場での有効なコーチングの検討に貢献できる取り組みに発展することが期待される． 

なお，本論文はいずれも申請者が筆頭著者である国際誌への掲載を含む，学術誌に既に公開さ

れている以下 2 編の基礎論文と 1 編の参考論文で構成されている． 

【主論文】 

－ 梅﨑さゆり，野村照夫，来田宣幸．バレーボール選手のミニゲームにおける視覚探索活動

－実践的場面におけるデータ採取の試み－．スポーツパフォーマンス研究，6，36-50，2014． 

－ Umezaki S, Kida N, Nomura T．Assessment of the Visual Behavior of Volleyball Players 

While Blocking the Ball: A Study Using a Wearable Camera．International Journal of 

Sport and Health Science, Vol.15, 46-54, 2017． 

【参考論文】 

－ 梅﨑さゆり，野村照夫，来田宣幸，山本大輔，北原勉．バレーボールのブロックにおける

移動の類型化－予備ステップと移動ステップに着目して－．天理大学学報，236：35-48，

2014． 


